




1　沿　　革

水道の創立は遠く明治2 2年、市制の施行により上水道設置の要望が高まり、明治4 3年水源地嗣査費

を予算に計上、調査の結果八景水谷を水源地とし,立田山を配水池とする旨の結論を得た。しかしその後

水利関係にからむ地元民の猛反対等で候補地も再三変更を余儀なくされ、交渉は困難を極めたが、大正13

年3月ようやく地元民との了解が成り、同年1 1月工費約2 2 8万円で竣工、通水をみたのである。その

後配水管の布設等施設拡充が続けられたが、第2次大戦により資材は不足し建設改良も思うにまかせず、

空襲による被害は施設の老朽とあいまって事業運営に重大な支障をきたし、加えて終戦後の復員や引揚者

による人口増加は必然的に配水能力の不足を招き、時間給水制限等を行わざるを得ない状態となったO

これに対処するため水源地の確陳を主とした第1次拡亜工事が行われたが、まず第1期工事として,健

軍に水源を求め、工費2 5 0万円で昭和2 5年8月催事水源地が竣=、 1日の配水能力も37,000m8と大

幅な増加を示した。

第2期工事として、昭和40年度における給水人口20万人、 1日の最大配水量6 0,00 0i辞を目標と

した5カ年計画を樹立,昭和2 5年8月に着工、一一一本木及び亀井の2カ所の水源地の新設、立田山配水池

の増設等絵工費的3億8,2 0 9万円を投じ昭和3 1年1 1月完工を見た。

引続き昭和4 6年度における給水人口3 5万人(当初計画3 4万5千人)、1日の配水能力103jOOOrf

(当初計画102,000埴/日)を目標とした第2測地工事を計画. 5カ年継続事業として昭和3 3年1月に着工、

川尻、城山両水源地の新設徳王配水池の新設、立田山配水池の増設及び健軍水源地並びに八景水谷水系の

額水井の増設等総工費7億9,8 0 0万円をもって昭和3 7年3月完工した。この事業により北部方面の高

台地区並びに急激に発展した東部地区-の円滑な給水が可能となったOまた未給水地区であった川尻、高

橋両地区もそれぞれ給水を開始した。しかしながら今日の急速な水需要は著しいものがあり、これに対処

すべく生活環境の整備、産業の振興を柱とする人口6 0万都市の未来像に向って、本市マスタープランに

沿い第3次拡張工事を計画(内容BIJ記) 1 3カ年継続事業(当初1 0カ年)として、昭和4 1年4月着工、

現在鋭意工事を遂行中である。
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第3次拡張工事計画

第3次拡張工事を行うことにより、本計画開始時における配水能力129,700mlより15 3,300bf上

回る2 83,000m'の配水が可能となる。

認可年月日

期　　　間

目標年次

基本計画

事業内容

昭和41年2月15日

昭和41年4月1日～昭和55年3月31日

昭和55年度

計画給水人口　　4 6 1,0 0 0人　　1日最大配水量　　　　2 83,000m'

1人1日最大配水量　　61 4」　　　　人1日平均配水量　　　　　476」

(昭5 1.4.1現在)

給 水 区 工 種
工 . . 管

摘 要

北 衷 部

取 水 施 設 費
千円

4 9 1 ,8 2 8 さ く井 8 本 を設 置 、 岩 倉 山 に 1 1, 2 5 O m sの 配 水池 を

送 水 施 設 費 2 4 9 ,7 6 5 築 造 し、 清 水 町 、 楠団 地、 武蔵 ケ丘 団 地及 び 立 田町方

配 水 施 設 費

計

9 6 9 ,7 0 1

1 ,7 1 1,2 9 4

面 に配 水す る

北 西 部

取 水 施 設 費 1 6 3 ,3 6 0 さ く井 4 本 を設 置 し、徳 王配 水池 に、 6,0 0 0 m 'の配

送 水 施 設 費 3 4 0 ,6 6 6 水 池 を増 設 し、 出町 、京 町 、 花 園、 島崎 方面 の高 台 地

配水 施 設 費

計

7 6 4 ,5 2 8

1 ,2 6 8 ,5 5 4

区～ 帯 の配 水 の 円滑化 を図 る

中 部

取 水 施 設 費 7 4 3 ,1 4 4 さ く井 8 本 を設 置 し、 万 日山 に 5,0 0 0 ra 8 ( 西部 と兼

浄 水 施 設 費 1 0 6 ,7 1 9 用 ) の配 水池及 び EE-迎 に 7,0 0 0 m * ( 南 部 と兼 用 ) の

送 水 施 設 費 6 4 8 ,6 7 0 .配 水池 を築造 し、 既 設 立 田山 配 水 池 と併せ て 、 旧 頓

配 水 施 設 費

計

2 ,1 2 0 ,2 7 1

3 ,6 1 8 ,8 0 4

地区 の 水 圧低 下 を防 止 し、 配 水 の 円滑 化 を 図 る

東 部

取 水 施 設 費 5 3 1 ,9 0 0 さ く井 8 本 を設 置 し、 健軍 水 源 地 に 2 4,0 0 0 m J及 び

送 水 施 設 費 2 2 2 ,0 5 4 招山岸 配 水 ポ ンプ場 に 1 7, 5 0 0 i の配 水 池 を築造 し、

配 水 施 設 費

計

4,8 3 7 ,0 4 3

5 ,5 9 0 ,9 9 7

ポ ンプ圧 送 に て、 本 荘、 大江 、 健軍 方 面 へ配 水 す る

西 部

取 水 施 設 費 4 1 2 ,6 2 1 き く井 3 本 を設 置 し、城 山 に 2,0 0 0 m 'の 配 水 池 (新

浄 水 施 設 費 3 8,0 9 1 設 ) 及 び 万 日山 に 5,0 0 0 m 8 ( 中部 と兼 用 ) の配 水 池

.送 水 施 設 費 6 6,5 4 8 に よ り、 中島 、 小 島、 松 尾、 八 島団地 方 面 の 配 水の 円

配 水 施 設 費

計

5 0 8 ,8 2 7

1 ,0 2 6 ,0 8 7

滑 化 を図 る

南 部

取 水 施 設 費 2 4 4 ,6 2 4 さ く井 3 本 を設 置 し、 川尻 水源 地 に 8 0 0 m 'の配水 池

浄 水 施 設 費 5 2,2 6 8 を築造 し、 EEl迎 配 水池 7,0 0 0 m 3 C 中部 と兼 用 ) とに

配 水 施 設 費

it -

6 3 3 ,9 2 7

9 3 0 ,8 1 9

より川 尻町 方 面 の 配水 の 円滑 化 を図 る

託 麻

取 水 施 設 費 2 5 9 ,5 1 2 さ く井 3 本 を設 置 し、 ′」、山 山 に 3,5 0 0 m 1の 配 水 池 を

送 水 施 設 費

配 水 施 設 費

計

2 8 7 ,2 8 3

1 ,1 3 7 ,9 4 7

1,6 8 4 ,7 4 2

築 造 し、 旧託 麻 村 の配 水 の円滑 化 を図 る

- 般 附 帯 I 事 費 1,1 6 7

測 量 設 計 委 託 料 7 4 ,7 6 1

ft 1,1 5 3 ,5 8 1

合 計 1 7 ,0 6 0 ,8 0 6 ( 内起 債 額 1 6, 0 6 7 ,4 0 0 千 円 )
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2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

.区

年 度

行 政 J区 域 内 紬 給 水 区 域 内 (B )' 現 在 給 水 (C )

人 口 ゥ

普 及率 ( 0 / A )
人 口 戸 数

普及率 ( C / B )
人 口 戸 数

人 口 戸 数 人 口 戸 数

4 6 4 4 7 ,2 0 0 1 3 2 ,9 5 5
8 4一8 ,0

8 1 .3 4 2 7 ,9 8 2 1 2 8 ,4 3 0 8 7 .8 A 8 4 .2% 3 7 5▼6 0 2 1 0 8 ,0 7 6

4 7 4 5 2 ,5 5 8 1 3 6 ,1 3 9 8 2 .3 8 3 .6 4 4 1 ,5 7 6 1 3 1,5 0 5 8 5 .1 8 6 .5 3 8 0 ,2 5 2 1 1 3 ,8 1 0

4 8 4 6 8 ,4 3 1 1 3 9 .9 2 8 8 3 .7 8 6 .7 4 6 1 ,3 4 8 1 3 8 ,1 5 0 8 5 .0 8 7 .9 3 9 2 ,1 3 1 1 2 1 ,3 6 4

4 9 4 7 7 ,4 5 0 1 4 4 ,3 7 2 8 4 .3 8 8 .9 4 7 0 ,3 6 7 1 4 2 ,5 9 4 8 5 .6 9 0 .3 4 0 2 ,5 5 0 1 2 8 ,3 4 4

5 0 4 8 9 ,5 6 1 1 5 3 ,0 2 8 8 6 .2 8 8 .5 4 8 9 ,0 3 0 1 5 2 ,9 1 6 8 6 .3 8 8 .6 4 2 2 ,0 8 1 1 3 5 ,4 4 6

(2)配　水　量

区 分
総 配 水 量

1 日 最 大 1 日 最 ,]、 1 日平 均 1人1 日最 1人 1 日平 最 大月 の 1 日

年 度 配 水 量 配 水 量 配 水 量 大配 水 量 均 配 水 量 平 均 配 水

4 6
∩, ml m* Iが 過 A m*

4 8,0 5 3,2 6 1 8/ 2 1 6 60 4 0 1/ l l"00 ,9 7 4 1 3 12 9 3 4 4 6 3 5 2 1 4 8β4 9

4 7 5 25 9 5,7 7 7 8/ 7 1 8 0,9 3 5 1/ 1 1 0 36 1 7 1 4 4.0 9 8 4 8 9 3 8 9 1 6 52 4 6

4 8 5 7,2 5 9,7 6 1 7/ 1 6 19 9,6 0 0 1 / 1 1 1 45 9 1 1 5 6β76 5 1 5 4 0 4 1 8 7,9 2 6

4 9 5 8,9 0 9,4 1 6 8/ 1 9 20 01 5 3 1 / 1 1 1 95 9 7 16 1,3 9 6 5 0 0 4 0 3 18 7,1 3 4

5 0 6 5,3 18 3 2 8 8/ 4 2 2 1.7 0 2 1/ 1 1 3 0β4 6 1 7 8,4 6 6 5 4 3 4 3 3 2 0 3 3 9 8

(3) 、有収水量と無効水量

区分

皮

総 有 収

水 量

1 ..日平 均

収水 量
有 欧率 無 収水量 無 炊事 総 有 効 水量

1 日平 均

有 効 水量
葡 妨率 無 効 水 量 無 妙 率

4 6
Illl 1が % m * % m' m l % Ⅱ㌔ %

3 6 2 8 6 4 7 7 9 9 .1 4 3 7 5 .5 1 5 5,1 3 7 0 .3 2 3 6 ,4 4 1,6 1 4 9 9 ,5 6 7 7 5 .8 l l,6 1 1 ,6 4 7 2 4 .2

4 7 3 9 ,7 2 4 ,6 7 7 1 0 8β 3 5 7 5一5 3 7 9,8 2 8 0 .7 2 4 0 ,1 0 4 5 0 5 1 0 9β7 5 7 6 3 1 2 ,4 9 1,2 7 2 2 3 .8

4 8 4 2 ,6 3 4 8 2 5 1 1 6β0 6 7 4 5 4 6 8 ,4 2 5 0 8 2 4 3 ,1 0 2 ,4 5 0 1 1 8β 8 9 7 5 .3 1 4 ,1 5 7 3 1 1 2 4 .7

4 9 4 4ー4 9 9 3 0 9 1 2 1,9 1 6 7 5 .7 4 6 7 ,1 1 2 0 .7 9 4 4 3 6 6 ,4 2 1 1 2 3 ,1 9 6 7 6 5 1 3β2 0 5 0 1 2 3 .5

5 0 4 9 ,0 1 4 ,0 0 5 1 3 3β1 8 7 5 .8 4 8 9 ,5 9 0 0 .7 6 4 9 5 0 3 5 9 5 1 3 5 2 5 6 7 6 5 1 5ユ8 2 9 4 7 2 3 .5

(4)水道管延長

∵
導水管 送 水曹 配 水管

延 長 延 長 延 長

4 6
m m m

5,8 3 5 1 5,5 9 6 846,588

4 7 6.0 6 4 17,2 0 4 901,87 1

4 8 7,2 6 5 17,2 0 4 994,065

4 9 7,8 4 8 18,9 29 1,069,180

5 0 8,0 5 4 20,06 5 1,110,0 12

(5)　口径・用途別給水量及び収入状況
(昭和5 0年度)

口応 別叫
給 水 量 構 成 比 収 入 構 成 比

般

用

■■■ m 3 % 円 %

1 3 2 8 ,4 0 0 ,8 7 4 5 7 .9 4 1,1 8 8 ,5 5 3 ,5 7 6 5 4 .5 6

2 0 2 ,7 8 3 ,0 2 5 5 .6 8 1 1 8 ,7 7 7 2 9 2 5 .4 5

2 5 4 ,3 5 7 ,6 9 0 8 .9 0 1 9 5万3 0 ,4 6 4 8 .9 8

4 0 3 ,1 7 2 ,3 7 1 6 .4 7 1 6 1,7 7 7万 7 3 7 .4 3

5 0 3 ,4 3 1 ,3 5 8 7 .0 0 1 7 1,7 5 8 5 0 8 7 .8 8

7 5 3 ー6 2 4 ,4 1 9 7 .4 0 1 8 1 ,1 9 2β 1 0 8 .3 2

1 0 0 1,7 4 5 ,6 0 2 3 .5 6 8 8 ,8 9 9β0 0 4 .0 8

1 5 0 9 9 2 ,1 0 6 2ー0 2 4 8 2 8 3 4 2 3 2 .2 2

湯 屋 用 2 0 6 ,9 0 1 0 .4 2 3 ,4 1 5 ,8 9 5 0 .1 6

共 用 1 5 4 .1 4 5 0 .3 1 4 ,6 7 2 ,4 8 7 0 .2 1

一 時 用 1 4 5 ,5 1 4 0 .3 0 1 5 ,4 1 5 ,6 9 8 0 .7 1

計 4 9 ,0 1 4 ,0 0 5 1 0 0 2ユ 7 8 2 7 7 ,3 2 6 1 0 0
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(6)蘭易水道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭5 1.4.1現在)

地 区 通水開始年月日 水源の種類 配 水 設 備 給水方式 給水戸数 給水人口

千 昭3 1.8.1 8 谷間湧水

容 量3 0 ra1 1池

ろ過池 2池

口 径7 5 i

自然流下式 4 4 1 9 8

3料金及び加入金

(.)水道料金票55;芸;BB
20日改定

1 E]実施

口径 区 分

. 用 途 別

基 卒 料 金

(. 1 月につ き )

従 量 料 金

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

般

用

1 3 . 8 m B以下 3 6 0 円
…遺 志 円 2 1 rf 以 上

至 O ro 'iiC FidサC O * 6 5円
43 吉 ttf.m 8致 幸

1 m 8につき 7 3円

4 1 m "以 上

l m 'K O き 8 .3 円

2 0 i か ら

2 5 i まで
3 8 0 円

9 m "以 上
署盈 望 言0 円

23 は 致 幸

l rf につき6 8 円

f3選 手7 円 4 1 m 8以 上

1 nrt CO き 8 8 円

4 0 1 ,4 0 0 円 .

2 0 m '以 下

1 Iがにつき6 8 円

2 l m 8以 上

5 0 m s以 下

l m 'K O き 7 8 円

5 1 m J以 上

1 0 0 m '以 下

1 m仲とつき8 9 円

1 0 1 in'以 上

1 m 3に つ き
1 0 1 円

5 0 m 2 ,1 0 0 円

5 ォi 4 ,2 0 0 円

1 0 0 mm 7 ,0 0 0 円

1 5 0 �" 1 4 ,0 0 0 円

浴 .場 営 業 用 1 5 0 m '以下 2 ,6 0 0 円 1 5 1 . 以 上 1 汀Pに つ き 2 0 円

共 用 給 水 装 置
1 戸 につき 6 城 下

(基 本水量 ) 1 5 0 円
基 本 水 量 を こ え る水量 1 m Sにつ き 3 0 円

一 時 用 1 m Qにつ き 2 0 0 円

私 設 消 火 せ ん
口径 5 O nm未満 2 0 分 以 内 1 個 1 回 につ き 3 0 0 円

口径 5 0 nun以 ア. 2 0 分以 内 1 個 1 回 につ き 6 0 0 円

連会専瑚 鮎 k装置 1 戸 につ き～ 般 用 の 料金 を適 用す る

簡 易 水 道 次 の範 囲 内 で管 理 者 が別 に定 め る 平 地 区 総 月額 1 2 , 0 0 0 円

'2…入金WK5ii

ilfrfJSl吉祥1.'呂葦忘

メ ー タ ー 口径 加 入 金 ( 基 準 額 )

1 3 3 0 ,0 0 0 円

2 0 6 0 ,0 0 0

2 5 9 0 ,0 0 0

4 0 3 0 0 ,0 0 0

5 0 5 4 0 ,0 0 0

7 5 1 ,0 5 0 ,0 0 0

1 0 0 2 ,1 0 0 ,0 0 0

1 5 0 3 ,0 0 0 ,0 0 0

(注)増径=事の場合は現在の口径と新口径の差飯とする
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(3)料金収納状況
(昭51.3.3 1現在)

区 分 人 員
交 付 額 収 納 額 収 納 率 1 人 1 カ月当 り 、

件 数 & m 件 数 & m # # 金 弟 p 件 数 金 額

凄 託 集 金 5 8 1 ,2 2 5 , 14 9
.円

1,0 9 7 ,6 3 1
円

1,2 3 2 ,2 6 3 ,9 2 9
% %

1,7 6 0
円

1,4 2 7 ,7 9 4 ,1 1 1 8 9 .6 0 8 6 .3 1 2 ,0 5 1 ,4 2 8

整 理 集 金 3 3 ,0 7 4 5 ,3 8 7 ,3 8 5 2 β7 8 4 ,6 9 2 ,2 8 0 8 7 .1 2 8 7 .1 0 11 3 1 9 9 ,5 3 2

計 6 1 1,2 2 8 ,2 2 3 1,4 3 3 ,1 8 1 ,4 9 2 1 ,1 0 0 ,30 9 1,2 3 6 ,9 5 6 ,2 0 9 8 9 .5 9 8 6 .3 1 1,6 7 7 1 ,9 5 7 ,8 9 8

(荏)昭和42年4月1日委託業務開始

委　託　先　熊本市練兵町10番1号　株式会社肥後集金セソクー

委託.件数　月平均102,095件　委託率　100%

委託手数料　徴収1件につき61円　(昭5 1.4.1改訂)

・4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

総 収 益 1 ,2 3 8 ,4 9 5 ,8 9 4 1 ,3 3 1 ,2 0 4 .2 8 8 1 ,8 1 7 ,0 5 2 ,1 2 4 1 ,9 5 1 ,5 9 4 ,4 8 2 2 5 5 3 ,3 4 3 ,5 2 3

科 金 収 入 1 ,1 7 0 ,7 3 2 ,1 1 3 1 ,2 7 1 ,7 5 0 ,5 9 8 1 ,7 5 5 ,7 1 7 ,1 5 7 1 ,8 8 0 ,0 5 5 ,2 1 2 2 ,1 7 8 ,2 7 7 ,3 2 6

そ の 他 収 入 6 7 ,7 6 3 ,7 8 1 5 9 ,4 5 3 ,6 9 0 6 1 ,3 3 4 ,9 6 7 7 1 ,5 3 9 ,2 7 0 7 5 ,0 6 6 ,1 9 7

総 費 用 1 ,2 5 7 ,4 5 9,9 6白 1,4 5 2 ,6 8 8 ,9 3 8 1 ,7 3 4 ,7 4 1 ,1 3 0 2 ,4 4 5 ,4 1 7 ,7 6 6 2 ,8 5 8 ,3 4 4 ,0 6 9

職 員 給 与 費 6 7 3 ,7 3 1 ,6 0 8 7 5 3 ,3 3 8 ,8 3 9 8 6 1 ,7 8 7 ,4 3 9 1,1 5 7 ,7 2 4 ,4 8 4 12 9 6 ,4 6 4 ,9 9 8

電 力 費 1 0 6 ,4 5 2 ,0 8 8 1 2 2 ,2 5 1 ,6 1 7 1 3 9 ,0 9 4 ,6 9 8 2 3 8 ,3 6 7 ,6 2 8 2 7 6 ,7 4 7 ,7 9 1

物 件 費 3 4 ,7 2 7 ,7 1 4 3 3 ,3 5 3 ,8 8 6 3 9 ,8 4 7 ,3 1 2 5 4 ,8 7 5 ,0 1 4 5 2 ,5 1 3 .5 5 7

減 価 償 却 費 1 5 3 ,9 6 9 ,8 2 0 1 7 7 ,9 1 2 ,3 7 7 2 1 1 ,1 0 0 ,4 8 7 2 5 5 ,6 6 7 ,7 1 3 3 0 9 ,6 7 5 ,7 6 4

支 払 利 息 1 3 7 ,9 3 2 ,4 0 0 1 7 2 ,7 8 7 ,4 5 2 2 4 9 ,7 9 7 ,8 1 0 4 3 4 ,7 0 3 ,6 6 0 5 7 8 ,7 9 6 ,2 0 6

そ .の 他 1 5 0 .6 4 6 ,3 3 8 1 9 3 ,0 4 4 ,7 6 7 2 3 3 ,1 1 3 ,3 8 4 3 0 4 ,0 7 9 ,2 6 7 3 4 4 ,1 4 5 ,7 5 3

単 年 度 損 益 △ 1 8 ,9 6 4 ,0 7 4 △ 1 2 1,4 8 4 ,6 5 0 8 2 ,3 1 0 ,9 9 4 △ .4 9 3 ,8 2 3 ,2 8 4 △ 6 0 5,0 0 0 ,5 4 6

(2)資本的収支の推移
(単位　円)

事 項 年 度 4 6 4 7 4 8 4 ′9 5 0

資 本 的 収 入 5 0 2 ,8 0 5 ,7 2 6 6 5 2 ,6 4 7 ,7 8 4 1 ,9 2 9,5 8 6 ,2 4 7 1 ,6 7 2 ,6 5 6 ,7 4 9 1,4 3 5 ,5 1 4 ,6 4 5

企 業 債 4 9 2 ,0 0 0 ,0 0 0 6 0 4 ,0 0 0 ,0 0 0 1 ,8 10 ,0 0 0 ,0 0 0 1 ,4 9 1 ,0 0 0 ,0 0 0 1,2 7 1 ,4 0 0 ,0 0 0

そ の 他 収 入 1 0 ,8 0 5 ,7 2 6 4 8 ,6 4 7 ,7 8 4 1 1 9,5 8 6 ,2 4 7 1 8 1 ,6 5 6 ,7 4 9 1 6 4 ,1 1 4 ,6 4 5

資 本 的 支 出 7 9 9 ,6 7 0 ,6 7 1 9 9 0 ,1 9 4 ,3 9 7 2 ,4 1 7,0 2 1 ,5 3 6 2 ,1 7 2 ,3 1 2 ,9 1 5 1,6 0 8 ,4 1 0 ,0 0 9

痩 .設 改 良 費 7 2 6 ,4 4 2 ,5 5 7 9 0 2ユ 7 6 ,5 2 8 2 ,3 3 3 ,1 5 3 ,7 8 0 2 ,0 8 3 .5 2 6 ,2 4 4 1 ,4 9 9 ,4 0 9 ,0 2 2

企 業 債 償 還 金 7 3 ,2 2 8 ,1 1 4 8 8 ,0 1 7 ,8 6 9 8 3 ,8 6 7 ,7 5 6 8 8 ,7 8 6,6 7 1 1 0 9 ,0 0 0 ,9 8 7

資 本 的 収 支 不 足 額 2 9 6 ,8 6 4 ,9 4 5 3 3 7 ,5 4 6 ,6 1 3 4 8 7,4 3 5 ,2 8 9 4 9 9 ,6 5 6,1 6 6 1 7 2 ,8 9 5 ,3 6 4
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(3)供給単価及び給水原価
(単位円/irf )

事 項 年度 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

供 給 単 価 3 2 .2 9 3 1.9 2 3 2 .1 6 3 2 .1 4 3 2 .2 7 3 2 .2 6 3 2 .0 2 4 1.1 8 4 2 .2 5 4 4 .4 4

給 水 原 価 2 5 .3 0 2 6 .4 5 2 7 .9 7 2 8 .8 2 3 1 .5 8 3 3 .4 6 3 5 .9 4 4 0 .0 7 5 4 .1 6 5 7 .5 4

損 益 6 .9 9 5 .4 7 4 .1 9 3 .3 2 0 .6 9 △ 1 .2 0 △ 3 .9 2 1 .l l △ 1 1 .9 1 △ 1 3 .1 0

5　職員数及び給与

(1)職種別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭51.4.1現在)
職種別

性 別
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そPの他 計

. 男 1 9 4 2 0 5 2 6 4 3 3 0

女 - 2 2 2 - - 2 4

計 1 1 1 6 2 0 7 2 6 4 3 5 4

(2)職種別1人月平均給与額等
(昭51.4月分)

職種別

事 項
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

基 本 給 (円) 3 3 0,0 0 0 2 0 0,7 0 8 1 7 9,4 7 8 1 7 2,1 3 5 2 1 9,1 2 5 1 8 6,3 6 3

特殊勤務手 当(円)
- 4 ,2 3 2 6 ,4 9 6 6,9 9 1 5,5 0 0 5,7 6 1

超過勤務 手当(円) 3,8 3 7 1 5,2 7 7 4,5 1 2 1 4,9 6 9 1 0,6 9 1

その他の手 当(円)
- 4 .6 8 9 5,2 6 4 5,2 4 1 4.4 1 3 5 ,0 4 9

合 計 (円) 3 3 0,0 0 0 2 1 3,4 6 6 2 0 6 ,5 1 5 1 8 8 ,8 7 9 2 0 4,0 0 7 2 0 7,9 2 4

年 齢 (才 ) 5 4 4 4 4 1 . 4 1 5 3 4 2

勤 続 年 数 (午 ) 0.6 1 9.3 1 6.2 1 4 .1 2 0.2 1 7.0

(注)合計欄は特別職を除く
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6　施　　設

(1)水道施設

名 称 壊 エ 年 次 施 設 能 力 施 設 内 容

衣

m

也

八 景 水 谷 大 1 4. 3 0 ,0 0 0 増/日 浅 井 2 本 熊井 2 本 ポ ンプ 8台 .

健 軍 昭 2 8. 8 5 ,0 0 0 1 4 1 6

本 木 2 7 . l l 1 8 .0 0 0 1 3 6

亀 井 3 0. l l ,0 0 0 ー 3 6

川 尻 3 6 . 9 ,0 0 0 2 6

城 山 3 6 . 1 2 l l ,0 0 0 4 6

沼 山 津 4 3一 7 3 5 ,0 0 0 6 9

麻 生 田 4 4 . 2 7 ,0 0 0 6 9

託 麻 4 5 . 1 1移 管 3 ,6 0 0 3 7

山 室 5 0 . 4 ,0 0 0 1 3

池 上 5 1 . 6 ,0 0 0 2 5

醍

衣

*

立 田 山 大 1 4 . 2 2 ,5 0 0 m 鉄 薪 コ y ク ,}「 ト造 9 5 池 L.

徳 王 昭 3 5 . 7 ,5 0 0 3

城 山 3 8 . 2 ,6 3 0 2

託 麻 4 5 . 1 1移 管 5 0 0 2

岩 倉 山 4 7 . 7, 5 0 0 2

川 尻 4 7. 1, 4 4 0 3

健 軍 4 9 . 2 4 ,0 0 0 2

万 日 山 5 1. 5 ,0 0 0 2

加

才E 岡 山 3 5. 3 0 nit/, ポ ン プ 2 .令

大 窪 3 6 . 1 0 9 .6 2

島 崎 3 8 . 7 2 2

長 追 3 9 . 5 4 2

症
立 田 山 4 0 . 1 ,5 0 0 2

岩 倉 山 4 0 . l l 2

求 高 平 4 0 . 9 .6 2

ン′

万 日 4 1 . 8 .4 1

上 松 尾 4 3 . 1 2 .6 2

ブ

所

谷 尾 崎 4 4 . 1 3 .2 2

つ ゝ じ ケ 丘 4 4 . 1 0 2 1 1

本 妙 寺 4 7 . 1 2 7 5 2

平 山 4 8 . 移 管 6 .6 1

託 麻 4 9 . 3 3 .6 2

本 . 妙 寺 第 2 4 9 . 2 5 .2 2

水 質 検 .査 童 4 9. 水 質 分 析 器 横 一 式

水 道 記 念 盤 4 9 . 展 示 物 2 0 0 余 点

(荏)施設能力欄中　水源地　取水最大能力　配水池-・・・容量　加圧ポ/ブ所・・-・・揚水量を示す

(2)局　　舎

所　在　地　無本市水前寺6丁目2番45号　　　　構　　　造　鉄筋コンクリート、地下1階、

敷地面積　　>,344　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地上3階、塔屋1階

建物面積　延3,480m2　　　　　　　　　　施　　工　龍建設株式会社

着　　　工　昭和37年12月28日　　　　　　　総　工　費　190,621千円

竣　　　工　昭和38年12月20日

-267-

Eヨ



■
書


